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裏面へ続く 

去る8月7日に大阪・京都5
事業所合同のオンラインで
寺谷さんによる企業研究講
座がありました。今回はと
ある会社の社長から業務内
容や、障害者の雇用にまつ
わる話を聞きました。 
少数精鋭の会社ということ
もあってか、働き方が工夫
されているなと感じました。
今後も色々な会社の話を聞
きたいと思いました。      

（利用者A） 

7月下旬、亀田さんの特別講座
が行われました。亀田さんご
自身の過去や現在についてお
話していただき、私たちは自
分自身の人生のグラフを作成
しました。他の方との情報共
有する時間もありましたが、 

それぞれ似たような経験や 

考え方があると思いました。
私の現在は、グラフで言うと 
下り坂ですが、そう遠くない
うちに上り坂になると信じて
過ごしています。 

（利用者C） 

自分自身の発達障害の特性と
亀田さん自身の経歴や体験が
重なっていた部分が多くて 

共感が持てました。他の利用
者の方々とＧＷを沢山行うこ
とで、いろいろな考えや自身
の特性に対する捉え方や考え
などを知る良い機会となりま
した。これからも講座をしっ
かりと聞いてがんばります！ 

      （利用者D） 

寺谷さんの企業研究講座は、
株式会社R社のお話を伺いま
した。R社は機密書類の溶解
処理・処分・廃棄などを行
い、リサイクルトイレット
ペーパーなどを製造する会
社です。特に興味深かいと
感じられた内容は、社員に
あった働き方を探し、それ
を推奨するという会社の方
針です。得意なことや苦手
なことがはっきりしている
自分にとって、理想的な働
き方だと思いました。とて
も良い企業研究になったと
思います。（利用者B） 
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7月29日にベネフィット・ファインディングをテーマとし
たZOOMでのグループワークに参加した。 

ベネフィット・ファインディングとは、逆境の中にポジテ
ィブな要素を見つけて受け入れることである。 
私はこのグループワークを通して、同じ出来事でも、人に
よって着眼点が違うことを知った。このことをこれからの
社会人生活に生かしていきたい。 

                   （利用者E） 

今回、私はN株式会社に体験実習に行きました。
緊張しましたが、全ての業務をうまくこなせたと
思います。 

5日間、何事にも前向きに業務に取り組みました。 
郵便物の仕分けと棚入れ、名刺やメモ帳作成など、
初めてでしたが、分からない点は周囲の方に聞き
ながら行いました。久しぶりの実習でしたが、貴
重な経験になったと思います。しかし、気合が入
りすぎてそれが裏目に出てしまったので、次の課
題は焦らないことと丁寧さを意識することです。
今回の実習の経験を、今後の就職活動の活かして
いきたいと思います。    

                （利用者F） 

初めて編集長をやらせていただきま
した。期間が短い中で皆さんにご協
力いただきました。みなさんお忙し
い中、ありがとうございました。    

          （利用者H） 

私は株式会社C社で３週間実習させていただき
ました。作業は軽作業が中心で、６時間の勤務
でした。はじめての実習と長い期間だったので
不安と緊張がありましたが、作業についてはし
っかりメモを取り、疑問点はその都度開けたの
で、後々作業がスムーズに行くようになり、良
かったです。また、ＰＯＰを真っ直ぐカットす
る作業があり、私はあまり得意ではなかったの
で不安でしたが、最後はある程度できるように
なりました。苦手なこともやっていくうちに上
手になるのだと気付きました。このような貴重
な経験の時間を頂けて良かったです。                

               （利用者G） 

 

利用状況 

来月の予定 

就職実績 

年度 就職者数 

2018年度 11名 

2019年度 16名 

2020年度 2名 

事業所内ソーシャルクラブ 

 1班：9月28日（月）午後 

 2班：9月29日（火）午後 
12日 土曜開所/家族MT 

 

8月末現在 19名 

連日の酷暑で外に出ることが億劫になりますね…。 
今年は、コロナの影響もあり外出もし難いことも合わさ
り、余計にそう感じてしまいます。さて、エンカレッジ
では6月以降、就職に向けての動きが戻りつつあり、 
ようやく結果につながり始めて参りました。とはいえ、
これからの季節、再びコロナの感染者が増えてくる状況
も否めません。今できることを後回しにせず、それぞれ
の目標をしっかり見据え取り組んでいく所存です。先般、
別紙ご案内でお知らせしました通り、9月からはスタッフ
は全員出勤となります。伴い、従来通り通所日に面談を 
実施することになります。在宅日は引き続き、在宅課題
をご自宅で行っていただきます。今後ともご家庭でサポ
ートいただく面もあるかと思いますので、引き続きよろ
しくお願い致します。     （所長 高橋亜希子） 

 


